
人間と人間の条件意識

人間革命と人間の条件を読み

　　　　　　　　　　　　　宮沢賢治



仏法ー生活、社会、昇華、平和

• 仏法を生活のうえ、現実の社会のうえに昇華
させ、平和と文化の価値創造のために反映さ
せていくと言うことを根本に活動している。

• 啓蒙哲学・・・リーダーを根本にした基軸や展
開を啓蒙哲学者を根本尊敬してゆく。

• 世界人権宣言、日本国憲法

• 人格形成「完成された人格形成」
• 反知性産業に陥らない為にすべき勉強、学習



人権宣言と世界人権宣言

• 人権宣言

• 1７８７年７月１４日

• フランス大革命（バスチーュ開放）
　　絶対制末期の失政に抗議するブルジョアや一部貴族に一般民衆が加

わって起こされた。バスチーユ 牢獄 ろう ...

• 自由、平等、博愛

• 世界人権宣言「基本的人権の尊重」

　　　　　　　　　　　1948年12月10日



日本国憲法と人間の尊厳

• 主権在民：3原則基本的人権の尊重、市民の
自由、福祉の向上、幸福の追求。

• 身体の自由、宗教の自由、言論の自由、

• 財産権の不可侵「財産の保護と且つ財産を
侵害されないようにする。」

• デモクラシー＜大衆国家＞からくるもの

• ある農民は「屈辱からくるもののなにものでも
ない」と「人間の内からによる屈辱と抑圧であ
る」その最大なものは「死」である。



釈尊と東洋思想と日蓮仏法

• 釈尊ー生命論
• 　　　　　常住壊空、方便減涅槃
• 　　　　　東洋では生命の『我』の永遠性を説　　　
• 　　　　　いています。
• ＜月と太陽＞
• 　日本の古くからの風土が武士道と禅に
• 　よるものを先生は月と同じようなものと説明してい

ます。大聖人ー月《権教》、太陽《日蓮仏法》・・・仮の
教え邇前教と実教

• 池に映る月をさして喩える・・・爾前教
• 太陽の仏法・・・日蓮仏法



フランス憲法から発せられたもの
• 自由、平等、博愛

• タテの関係とヨコの関係
• 差別意識とどう違うか

• 生命論が不可知論者（西欧社会）19世紀思想。形而上的に神の存在、真の神の存在を疑っていたー我のみが神だとい言うエーテル{天上界の神として見ていた}
• マルローは「釈尊も不可知論者と問い掛けている。」

• 釈尊・・・輪廻、永劫回帰

• 由、ゆえにー自由「自由を取り戻そう・・・自由と自由な発言と勝手な事をいうと言　
• 　　　　　　　　う事の違いを発見」・・・アインシュタインは「自由であること何者にも拘束されずに、縛られな　　
• 　　　　　　　　い事こそ幸福である」ー＜幸福論に通じます＞

• 　　　　　　　　何者、何人たりとも侵害されない権利がある（定説）

• 　　　　　　　　モンロー主義（不干渉主義）

• 　　　　　　　　モンテスキュー
• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　啓蒙主義。

• 差別が無い・・・平等、博愛がタテの関係を超越した。　　　　　先生は、水平的であると説明。
• 　　　　　　　　　　マルローは、非合理的範疇。
• 　　　　　　　　　　大聖人ー３さ差別無し。等角灯、等覚、当妙の仏果。３者隔たりの無いこと。
• 　　　　　　　　　　　　　　　　　衆生世間、国土世間、五陰世間〔本院本が本国土妙の]３つの隔たりの無いことを教学の基礎で「　　　　　　　」

• 　　　　　　　　　　　　　　　　　無常衆生誓願壇、　　　　　　　　　
• 　　　　　　　　　　本因、本果、本国土妙　

• 三権分立・・・

• 　　　　　　　　　主権在民、人民主権
• デモクラシー・・・アメリカとフランスで始まった。国民の総意我基本。国民主権
• 　　　　　　　　　　　マルロー・・・博愛とは、２年後に付け加えられた、字湯と平等。
• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗教的なもの、タテ関係を超えたもの、水平的なもの

• 　　　　　

• 　　　　　



博愛が宗教的なもの

• 釈尊・・・慈しみ
• 仏法・・・慈悲

• 哲学が希求されている
　　　　　宇宙船地球号、「地球民族主義」
• ２１世紀の哲学や思考
　　　　　　　啓蒙哲学、啓蒙哲学者の育成。
　　　　　　　啓蒙哲学が基本根本になり、リーダーにな
　　　　　　　り、模範になり、いわゆる反知性主義に陥らない防波堤や
　　　　　　　知的財産やエリートと言う財産になる。
　　　　　　　そして、その可能性を秘めている。
• 結論・・・啓蒙哲学が模範となり基本になる国民的総意の形成を図る
• ２結論・・・先生の見方   ①内部の育成②内部とそれに対する敵による論争
　　　　　　　　　　　　　　　　　③国家権力の力により統制する
　　　　　　　　　　　　　　　　　④民衆によるものの力を結集。民意を反映する。　　　　　

　
　　　　　



人間中心主義

• 池田先生が自ら、私は宗教家ではなく、一社会人であると述
べられている由縁。・・・宗教の繁栄の目的ではない。人間の

　　　　　　　　　　　　　　　　為の宗教

• 人間主義である

• 人間中心主義である

• 人間の復興やルネッサンス、自由、平等、博愛に通じ、繋
がってゆく。

博愛ー池田先生が博士であり、池田先生が博士号や名誉学術
証を世界各国から授与され、賞賛されている。

　　博愛とは、毎月の座談会や先生の偉大さを語ってゆくこと。
　



健康冊子の発刊と啓蒙の意義

• 健康冊子・・・アナソライ健康法「トマスアキュ
ナス三位一体説と徂徠（影響）　　　　　

• 「ライプネッツ条約」同等条件。

　　　　　　　　　湯川秀樹・・・同程度、矛盾一

　　　　　　　　だいじん健康誌～ヒントの考え

• 啓蒙哲学の展開と模範

　　　　　　　　　基軸、根本

• 啓蒙哲学者の育成



仏法ー生活、社会、昇華、平和、文化

• 仏法を生活のうえ、現実の社会のうえに昇華
させ、平和と文化の価値創造のために反映さ
せていくと言うことを根本に活動しています。

• 啓蒙哲学リーダーを根本にした基軸や展開。

• 啓蒙哲学者を根本尊敬してゆく。原子化した
個人（アトミニズム）デモクラシー大衆国家

• 世界人権宣言、日本国憲法

• エリート層と人格形成「完成された人格形成」

• 無学に陥らない為にすべき勉強、学習



達摩大師とは
• 中国の人

• 喧嘩作法の達人－達磨大師

• 刀族（とうぞく）、空手でエリアを広げる。

• 自分が一番（俺様気分のもの）

　　　　　俗世間では、名が通っているという点。

• 彼は脱、これは種なり。

• 一念三千理事・・・色滅す、愛欲滅す、愛別離
苦がなくなる。　　エーテル（西欧の天上界・
天井世界）福祉国家、夜警国家、警察国家。
西欧のデンマーク、オランダに似た福祉。



武士道の精神～その①

• 三島由紀夫

　　葉隠れ入門・・・「武士道とは死に似たり」

　　腹の据わった、ひらきなおり、死を覚悟した
。　　

　　不惜の精神。不惜身命の精神。



武士道の精神～その②

• 月の考え、禅宗の考え、禅とは何であるか

　　教外別伝・不立文字(ふりゅうもんじ）

• 陰に陽に相生相克論

• 偉いと思っているからあんたが１番私が２番
はいどんどん（歌詞）

• 達磨掬多。達摩大師。ダルマ（法）　中国

• 妙は命　法は死・・・妙法



エーテル
• 西欧の天上界（神の天、天の神の考え）

• 日本では、禅の考え　神、禅

　　“ある乗っかり”都合口上（情）の押しつけと

     抑圧・威圧ー人権や人間の尊厳へ発展。

• 人間の尊厳とはー先生が一個の社会人であ
ると語られていること。屈辱や抑圧がない、昇
華や価値創造、平和革命、文化へと反映させ
てゆく方法や方途と。

• 仮説．）抑圧や屈辱を感じている世の中であ
るか、不平不満の社会であるか。



エーテルとエタノールの関係性

• エーテルとは、西欧の天井界（神の概念）

• エタノールとは①神とか仏のようなもの

　　　　　　　　　　　　シャーリー・マクレーン

　 　　　　　　　　　②消毒

   　　　　　　　　　③酒〔アルコール〕

   　　　　　　　　　Ⅳ，乗っかり→ｎｏｃｋ，ｎｏｃｋ　，
ｃｏｏｌ，コールし続けるもの。ビジター

・ 自由に訪問できるか（場合によって出方）



防犯や防御なる策
• 防犯的になる保守、ナーバス、神経質、城を守る。城に入る

• 保    守・・・ケア、公正、自由、忠誠、権威、神聖

• 民主（リベラル）・・・ケア、公正、自由

• ☆導き出されるものは、シニカルなオマージュ

• 笑顔一つ顔を魅せない皮肉。誠意の裏切りや滑稽な笑い。
特別背任や背任。裏腹裏切り。無法者の考え、無法者、無
法人、コンコース広場の発想。場合によって、場合によって、
条件を付ける様相→人間の条件付与人間とは何か・・・人間
の条件が問われる。掬（KIKU）かされる。聞く。

• その構えの姿勢で、にらみ合ったりする。目を見張ったりする

• 何々だけど、お前こうだよお前こうだよ！と押し付けになりか
ねない状況と模様。　出来事。ヤな奴に当たったな教訓。



人間の条件や場合によって

• 訪問の都合「自分の都合」

• 連絡、伝達の都合。

• 場合によってギブする。ギブする。

　ギブする精神奉仕啓蒙

• 場合によってギブ＆テイク場合によって条件
を提示する。

• 場合によって次にこのような方向、方針、指
針で行くと提示するリーダー（指導者）。

• 社長の考え社長への訪問取材の方法と手順



環境への配慮

• 環境の都合、雰囲気の都合と性格の都合

　場合によって、場合によって出方や現れ方

• 連絡する。伝達する。打診する。通達する。

• 報告する。

・場合によって条件を出す「このようにする」、

「やる替わりにこのような場合、場合にする」‐

無法人（者）による差し出しや提示。仕方。

提出のし方。挨拶の仕方。虞美人草の場によっ
て条件を出し提示する対応（適応能力）
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